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 第 1章では、本研究の背景および目的について述べている。 













 第 5 章では、接合プロセスに先立つ前熱処理により母材組織を種々変化させた厚さ 5mm の Ti-Al-V 合金板材に対し
て、β-transus 以下の接合温度で FSW をすることにより得られた継手の組織解析を行い、FSW による微細組織変化に
及ぼす母材の初期組織の影響を明らかにしている。母材組織の影響は継手に形成される等軸α粒組織内に見られ、母
材の結晶粒界密度が高いほど、より微細な等軸α結晶粒が再結晶によって形成されることを明らかにしている。 
第 6章では、本研究で得られた結果を総括している。 
以上のように、本論文は摩擦攪拌接合したチタン合金継手の微細組織制御と機械的特性の向上を図る上で重要な知見
を得ており、材料工学の発展に寄与するところが大きい。 
よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
 
 
 
